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九
州
1
周
で
入
港

豪
華
客
船

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

子
牛
は
約
３
億
１
０
５
４
万
円
売
り
上
げ

市
農
協
・
10
月
子
牛
・
成
牛
市

覩
上
神
社
に
陶
板
を
奉
納

画
家
、
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
さ
ん

｢ 絵と書二人展 ｣ で開幕
期間中（11月25日まで）は多彩な催し

一支国博物館・しまごと芸術祭

書道家・小林芙蓉さん

子牛市

画家・マークエステル  スキャルシャフィキさん

互
い
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
大
切

し
ま
ご
と
芸
術
祭
・
日
韓
打
楽
器
共
演

カウントダウン
ボードを設置

がんばらんば国体

　
市
農
協
の
10
月
子
牛
市
が

１
日
、
２
日
の
両
日
、
成
牛

市

が

３

日
、

芦

辺

町
、

壱

岐
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、
子

牛

市

は

７

１

０

頭

で

約

３
億
１
０
５
４
万
円
、
成
牛
市

は
２
３
１
頭
で
約
６
５
７
０
万

円
売
り
上
げ
、
子
牛
市
は
全
体

で
前
回
市
を
約
３
％
上
回
り
、

成
牛
市
は
同
様
に
全
体
で
前
回

市
約
１
・
６
％
上
回
っ
た
。
市

の
主
な
結
果
は
次
の
通
り
。

【
子
牛
市
】

▼
メ
ス
▽
入
場
３
１
６
頭
▽

成
立
３
１
３
頭
▽
売
上
高

１
億
２
８
０
２
万
８
６
０
０
円

▽
最
高
68
万
９
８
５
０
円
▽
最

低
21
万
３
１
５
０
円
▽
平
均

40
万
９
０
３
７
円
▽
平
均
体
重

２
７
６
㌔
▽
１
㌔
１
４
８
１
円

▽
前
回
比
１
０
６
・
８
７
％

▼
去
勢
▽
入
場
４
０
０
頭
▽

成
立
３
９
７
頭
▽
売
上
高

１
億
８
２
５
１
万
６
２
５
０
円

▽
最
高
73
万
８
０
０
円
▽
最

低
20
万
３
７
０
０
円
▽
平
均

45
万
９
７
３
９
円
▽
平
均
体
重

２
８
８
㌔
▽
１
㌔
１
５
９
４
円

▽
前
回
比
１
０
０
・
２
２
％

▼
合
計
▽
入
場
７
１
６
頭
▽

成
立
７
１
０
頭
▽
売
上
高

３
億
１
０
５
４
万
４
８
５
０
円

▽
最
高
73
万
８
０
０
円
▽
最

低
20
万
３
７
０
０
円
▽
平
均

43
万
７
３
８
７
円
▽
平
均
体
重

２
８
３
㌔
▽
１
㌔
１
５
４
５
円

▽
前
回
比
１
０
２
・
９
７
％

【
成
牛
市
】

▼
未
経
産
▽
入
場
・
成
立
３
頭

▽
売
上
高
１
２
６
万
６
３
０
０

円
▽
最
高
66
万
６
７
５
０
円
▽

最
低
28
万
６
６
５
０
円
▽
平
均

42
万
２
１
０
０
円
▽
平
均
体
重

５
４
８
㌔
▽
１
㌔
７
７
０
円
▽

前
回
比
１
３
０
・
７
３
％

▼

経

産

▽

入

場
・

成

立

１

０

６

頭

▽

売

上

高

１
６
１
８
万
５
０
０
円
▽
最

高
34
万
３
３
５
０
円
▽
最
低

４
万
９
３
５
０
円
▽
平
均

15
万
２
６
４
６
円
▽
平
均
体
重

５
０
６
㌔
▽
１
㌔
３
０
２
円
▽

前
回
比
97
・
３
６
％

▼

初

妊

▽

入

場

26

頭

▽

成

立

21

頭

▽

売

上

高

１
６
７
５
万
３
８
０
０
円
▽

最
高
98
万
１
７
５
０
円
▽
最

低
42
万
６
３
０
０
円
▽
平
均

79
万
７
８
０
０
円
▽
平
均
体
重

４
１
３
㌔
▽
１
㌔
１
９
３
２
円

▽
前
回
比
１
１
１
・
４
４
％

▼

妊

娠

▽

入

場
・

成

立

１

０

１

頭

▽

売

上

高

３
１
５
０
万
５
２
５
０
円
▽
最

高
87
万
１
５
０
０
円
▽
最
低
12

３

９

０

０

円

▽

平

均

31
万
１
９
３
３
円
▽
平
均
体

重
５
１
５
㌔
▽
１
㌔
６
０
５

円
▽
前
回
比

98
・

96
％
▼

合
計
▽
入
場
２
３
６
頭
▽

成
立
２
３
１
頭
▽
売
上
高

６
５
７
０
万
５
８
５
０
円
▽

最
高
98
万
１
７
５
０
円
▽
最

低
４
万
９
３
５
０
円
▽
平
均

28
万
４
４
４
１
円
▽
平
均
体
重

５
０
２
㌔
▽
１
㌔
５
６
７
円
▽

前
回
比
１
０
１
・
５
７
％

　
一
支
国
博
物
館
で
８
日
、

音
楽
祭
・
日
韓
打
楽
器
競
演

が
あ
り
、
韓
国
民
族
打
楽
器

演
奏
グ
ル
ー
プ
「
ビ
ビ
ム
タ
」

と
本
市
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
玄

海
怒
涛
太
鼓
」
が
競
演
し
た
。

　
同
博
物
館
の
特
別
企
画
展

「
し
ま
ご
と
芸
術
祭
」
の
一
環
。

ビ
ビ
ム
タ
は
福
岡
市
を
拠
点

に
演
奏
、
指
導
、
公
演
な
ど

を
行
う
グ
ル
ー
プ
。
こ
の
日

は
７
人
が
来
島
し
、
朝
鮮
半

島
に
伝
わ
る
チ
ャ
ン
ゴ
（
杖

鼓
）、
プ
ク
（
太
鼓
）、
チ
ン
（
銅

鑼
）、
ケ
ン
ガ
リ
（
鉦
）
の
４

種
類
の
楽
器
を
使
い
、
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
両
グ
ル
ー
プ
は
単
独
演
奏

し
た
後
に
競
演
。
舞
台
い
っ

ぱ
い
を
使
っ
た
迫
力
あ
る
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
最
後
に

屋
外
芝
生
広
場
に
会
場
を
移

し
て
演
奏
も
行
っ
た
。

　
ビ
ビ
ム
タ
代
表
の
朴
康

秀
さ
ん
（
48
）
は
「
楽
し
か
っ

た
。
互
い
の
文
化
を
知
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
」
と
話

し
た
。

　
「

長

崎

が

ん
ば
ら
ん
ば

国
体
」
開
催

ま
で
2
年
を

切

っ

た

が
、

カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
ボ
ー
ド

が

12
日
、
市

役
所
郷
ノ
浦

庁
舎
の
正
面
玄
関
に
設
置
さ
れ
る
。

　
設
置
当
日
は
、
白
川
博
一
市

長
も
出
席
し
て
除
幕
式
な
ど
が

行
わ
れ
る

　
古
事
記
に
あ
る
日
本
神
話

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
、
多
く
の
作
品
を
手

が
け
、
本
市
で
も
一
支
国
博

物
館
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
画
家
・

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
・
ス
キ
ャ

ル
シ
ャ
フ
ィ
キ
さ
ん
は
５
日
、

芦
辺
町
・
覩
上
（
と
か
み
）

神
社
に
、
「
須
佐
之
男
命
（
す

さ
の
お
の
み
こ
と
）
の
愛
」

と
題
す
る
波
佐
見
焼
陶
板
（
縦

横
約
20
㌢
）
＝
写
真
＝
を
奉

納
し
た
。

　
神
事
の
後
、
出
席
し
た
同

神
社
の
氏
子
に
披
露
さ
れ
、

作
品
は
須
佐
之
男
命
が
琵
琶

の
よ
う
な
楽
器
を
、
と
て
も

優
し
い
心
持
ち
で
奏
で
、
そ

の
愛
が
楽
器
の
音
と
共
に
世

の
隅
々
に
ま
で
届
い
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
作
品
。

　
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
さ
ん
は

こ
れ
ま
で
、
壱
岐
で
は
郷
ノ

浦
町
、
天
手
長
男
（
あ
ま
の

た
な
が
お
）
神
社
、
芦
辺
町
、

月
読
神
社
、
同
町
、
国
片
主

神
社
に
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
た
作
品
を
奉
納
、
今

回
の
作
品
も
レ
プ
リ
カ
を
作

成
し
て
飾
る
運
び
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
作
品
は
、
な

ま
り
を
使
わ
な
い
釉
薬
を

使
っ
て
製
作
さ
れ
た
、
自
然

に
優
し
い
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
屋
久
島
や
壱
岐
な

ど
巡
る
九
州
１
周

ク
ル
ー
ズ
で
豪
華
客

船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

（
２
万
２
４
７
２
㌧
、

旅
客
定
員
・
最
大

５
２
４
人
）
９
月
29

日
早
朝
、
郷
ノ
浦
港

に
そ
の
美
し
い
姿
を

見
せ
接
岸
し
た
。

　
壱
岐
が
ク
ル
ー
ズ

で
の
寄
港
地
に
も

な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
３
５
３
人
の
乗

客
を
乗
せ
て
到
着
、

午
後
６
時
の
出
港
ま

で
の
間
、
乗
客
ら
は

島
内
観
光
な
ど
思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い

た
。

　
今
年
の
大
型
客
船
入
港
は
、

に
っ
ぽ
ん
丸
が
初
で
、
こ
の
後

13
日
に
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い

な
す
」
の
入
港
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
「
芸
術
、
文
化
の
秋
が
開
幕
」

と
ば
か
り
に
５
日
、
一
支
国

博
物
館
の
特
別
企
画
・
し
ま

ご
と
芸
術
祭
が
古
事
記
編
纂

１
３
０
０
年
を
共
通
の
テ
ー
マ

と
し
た
「
絵
と
書
二
人
展
」
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
し
ま
ご
と
芸

術
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
り
、
初
日
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
セ
レ
モ
ニ
ー
に

は
、
古
事
記
を
題
材
に
描
い
た

作
品
を
出
品
し
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
人
画
家
の
マ
ー
ク
エ
ス
テ

ル
・
ス
キ
ャ
ル
シ
ャ
フ
ィ
キ

氏
、
同
様
に
神
話
の
心
を
書
で

表
し
た
作
品
が
公
開
さ
れ
て
い

る
小
林
芙
蓉
さ
ん
の
二
人
も
出

席
、
訪
れ
た
多
く
の
市
民
や
関

係
者
に
作
品
の
な
ど
説
明
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
案

内
し
て
い
た
。

　
書
道
家
の
小
林
さ
ん
は
作
品

に
つ
い
て
、
「
線
の
芸
術
で
す

か
ら
、
基
礎
は
徹
底
し
て
学

び
ま
し
た
。
私
の
作
品
は
自
分

の
力
で
書
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
単
純
に
人
に
見
せ
る
た
め
、

な
に
か
を
競
う
た
め
の
も
の
で

も
な
い
。
た
だ
書
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
空
海
さ
ん
や

良
寛
さ
ん
の
書
の
よ
う
に
無
欲

で
究
極
の
無
を
と
思
っ
て
い
ま

す
」
な
ど
と
話
し
、
マ
ー
ク
エ

ス
テ
ル
氏
は
「
私
の
作
品
を
見

て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
古

事
記
を
１
回
ぐ
ら
い
は
読
ん
で

も
ら
え
れ
ば
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
人
は
絵
画
を
観
る
時
に
、

に
じ
み
の
影
や
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
か
ら
見
え
な
い
も
の
も
見
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
観
て
く
れ

る
人
た
ち
の
想
像
力
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
壱
岐
の
昔
な

が
ら
の
自
然
を
、
い
つ
ま
で
も

残
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
な
ど

と
、
日
本
語
で
丁
寧
に
話
し
た
。

　
こ
の
二
人
展
の
会
期
は
今
月

28
日
ま
で
で
、
そ
の
後
は
市
民

絵
画
展
・
写
真
展
（
11
月
２
日

～
25
日
）。
音
楽
祭
の
一
環
と

し
て
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

（
来
月
４
日
午
後
２
時
開
演
）、

一
支
国
浪
漫
コ
ン
サ
ー
ト
（
11
月

11
日
午
後
２
時
開
演
）
な
ど
予
定

さ
れ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
な
な

ど
同
博
物
館
（
☎
０
９
２
０
‐
45

‐
２
７
３
１
）
へ
。


